
服部栄養専門学校「HATTORI 食育クラブ」のご案内

「HATTORI 食育クラブ」の活動内容及び入会要項

１．活動内容

　服部学園では、「食育」という考えを提唱してきました。日本の教育の 3 本柱である知育・徳育・体育に加え、「食」について教える
ことが人間性を高めるということです。
　本クラブは 2004 年 11 月に発足いたしました。2005 年 7 月に「食育基本法」、2006 年には「食育月間」「食育の日」が制定。毎年
6 月には内閣府主催による「食育推進全国大会」が開催。第 1 回は大阪市、第 2 回は鯖江市、第 3 回は前橋市、第 4 回は松江市、第 5
回は佐賀市、第 6回は三島市、第 7回は横浜市で行われました。
毎年各都市で実施されることで、「食育」への意識、大切さがますます高まって参りました。
　こうした中、当クラブにも数多くの企業・お店の方にご入会いただいており、その多彩な顔ぶれに驚くかもしれません。各会員の方々
も食育の 3 本柱である「食の安全」「しつけ」「環境問題」に大変高い意識を持たれ、当クラブを通じて食育の普及に努めていきたいと
いう志しをお持ちの方ばかりでございます。
　「食育」のフイールドは広いです。子供たちや親御さんに食の知識を伝えることも、レストランで美味しいメニューを生み出すことも、
食品メーカーが安全で安心な商品を作り出すことも、みんな「食育」につながっています。立場は違っても、「食」への誠実な取り組
みは同じ。その真摯な想いに、耳を傾けてみてください。
　こうしたサポーターの方々と協力し「食育」を進めようと発足したのが、「HATTORI 食育クラブ」です。皆様のご入会をこころよ
りお待ち申し上げております。

「HATTORI 食育クラブガイドブック」の発行（年1回、毎年3月発行）
メンバー企業、お店をご紹介。学内をはじめ、各企業官公庁・関係機関・イベント開催時にも配布。その数は約 2万部。

クラブ情報誌「食育通信」の発行（年2回、毎年5月・10月発行）
「食育」をテーマに企業トップの方と服部幸應校長との対談をはじめ、企業様のイベント・キャンペーン、新商品のご紹介、「食」
「食育」に関する取り組みなどをご紹介。
更に、「食の歳時記」「旬の食材と料理レシピ」「食育マナー講座」をはじめ、「食育」に関する服部学園からの情報満載。
発行部数も各企業、官公庁、書店、新聞折込（産経新聞で年間約 70万部発行）

HATTORI 食育クラブホームページ
「食育通信」では語りきれない「食育」情報を発信。

「HATTORI 食育クラブスタンプラリーガイドブック」の発行（年１回、毎年3月発行）
メンバー企業・お店をご紹介。服部学園学生、職員、一般の方々へ配布。

クラブ年間行事開催（年数回）
学園と会員各社との相互理解、情報交換の場として、また、会員相互の異業種交流の場としてセミナー・講演会・対談と懇親
会等を開催。

セミナー・講演会等の紹介（随時）
メンバー企業、お店、関係団体などが開催するイベント・各種セミナー・講演会等を紹介し、お互いの協力関係を図る。

学園行事のご案内（年数回）
学園主催行事の学園祭・料理作品展等へのご案内。学園祭では食育クラブコーナーを設け、参加企業の紹介および商品展示。
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2．入会条件

産学連携の推進
「食の安全」「しつけ」「環境問題」をはじめ、「食育」に関する調査・研究・開発等において、メンバー企業と学園との連携を図り、
積極的に取り組む。

施設利用の紹介
産学連携の一環として、メンバー企業主催での本学園施設利用が可能。

在校生、卒業生就職先としての紹介
メンバー企業、お店へ意欲ある学生、経験・実績のある卒業生の紹介。
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食育の推進にご賛同の方はどなたでも入会可能。厳しい条件はございません。
本クラブは原則として 1企業又は 1店舗ごとでご入会をしていただきます。
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3．入会方法および年会費

会は随時受け付けております。会員期間は入会月より 1ヵ年とし、特にお申し出がない場合は自動継続とさせていただきます。
入会金はございません。年会費は入会申込書をご参照ください。
お申込の際には所定の申込用紙にご記入のうえ、郵送又は FAXにてお申込ください。
年会費はお申込の確認後、ご請求書をお送りいたしますのでお振込みください。
年会費のご返却はいたしかねますので、あらかじめご了承ください。
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